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1. はじめに 

近年，スマートフォンなどのタッチパネル操作を必要

とする端末の利用が増加している[1]．これらの端末の利

用者のうち約 50%が片手で端末操作を行っている．また，

片手操作の約 70%が母指での操作であることが報告さ

れている[2]．母指によるスマートフォン操作は複数の指

を使用するキーボード操作に比べ，負担が母指に偏る．

そのため，片手操作者は母指の屈曲，伸展の繰り返し

により，腱が肥厚し，腱鞘と摩擦が生じることで炎症を

起こす腱鞘炎を発症するリスクが高いと考えられる．特

に母指側の腱鞘に発症する腱鞘炎はド・ケルバン病

（狭窄性腱鞘炎）と呼ばれ患者数が増加している[3]．腱

鞘炎は，健常な生活や仕事の妨げとなるため，日常で

のスマートフォン操作での母指負荷を検討する必要が

あると考えられる． 

2. アプローチ方法 

母指負荷の検討をするためにはスマートフォン操作

における母指操作の特性を検討する必要があると考え

られるが，そのような研究はまだ少ないのが現状である．

そこで本研究では片手スマートフォン操作時の母指の

速度，関節角度，および筋電位等の計測から母指操作

の特性を明らかにすることを目的とした．本研究ではす

べて右手母指を対象として実験を行った． 

3. 母指操作特性評価実験 

健常な 20代男性 5名を対象に幅 72×高さ 146×厚

さ 6.9mm のスマートフォン（Xperia™ Z4）で左右 2 パタ

ーンのスワイプ操作を各 20回ずつ行わせ，それぞれの

操作速度，母指移動変位を計測しスワイプ操作時の特

性の調査を行った．  

4. 実験結果および考察 

スワイプ操作時の速度と母指の変位を計測しそれぞ

れの平均を算出した．図 1，図 2 に各被験者のスワイプ

操作時の平均速度および母指の平均移動変位を示す．

図 1,2 から左スワイプ操作と比べ，右スワイプ操作は操

作速度，変位が大きくなる傾向が確認された．右スワイ

プ操作は母指への負荷が大きい操作特性を持つことが

示唆された．左スワイプ操作は画面に母指を擦りつける

ように動かす操作であるに対して，右スワイプ操作は画

面から母指を離すような操作であることに起因すると考

えられる． 

5. おわりに  

本研究では，母指タッチパネル操作時の母指にかか

る負荷を検討するために，母指の速度，関節角度およ

び筋電位等の計測から母指スマートフォン操作特性を

明らかにすることを目的としている．今回は，操作速度，

変位を計測することで，スマートフォン操作時の母指操

作特性の調査を行った．結果，被験者の多くは左スワイ

プ操作と比べ，右スワイプ操作時の速度，変位が大きく

なる傾向が確認された．今後は被験者のデータ数を増

やし，比較検討をすることで母指操作特性を調査して

いく必要があると考える． 
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図１． 各被験者の平均スワイプ操作速度 
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図 2. 各被験者の母指の平均変位 
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